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銀河の進化を知るには、様々な銀河について活動的銀河中心核 (AGN)、星形成、およびその母体となる分子雲
の状態を調べることが重要となる。そこで本研究は、典型的な近傍セイファート銀河の 1つであるNGC 1068に
着目し、分子ガスを調べることにより、この銀河での星形成の状況を明らかにし、銀河の進化の研究に繋げる情報
を得ることを目指す。NGC 1068は、中心部に巨大ブラックホールがあり、それを取り囲むガス (Circumnuclear
disk: CND)（半径～0.2 kpc）がある。また、CND を取り巻くリング状の腕 (半径～1 kpc)には、大質量星が多数
形成されている爆発的星形成領域 (Starburst ring: SBR) があり、星形成とその母体となる高密度ガスの関係を研
究するのに最適である。そこで、高密度ガスをトレースするために、HCN分子を取り上げた。ALMAで得られ
たHCN(1-0)、CO(1-0)のデータを使い、60 pcの高分解能かつ高感度で、HCN/CO強度比の分布図を作成した。
現在までの解析で、以下の結果を得た。(1)CNDではHCNとCOの両方で強度が強かったが、SBRではHCN

がCOに対して相対的に弱いことがわかった。(2)CNDの外側 0.1 kpcの領域で、強度比の値が 1.2と高い値を示
した。これは、渦巻銀河の典型値である 0.1と比べると異常に高い値である。中心部には outflowがあり、それと
関連している可能性も示唆される。これに対して、SBRでは比は 0.05～0.15程度であり、典型値に近い。本講演
では、CNDの外側の異常なHCN/CO強度比の原因を考察し、SBR内での比の微妙な変化についても言及する。


